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 第４期
だい き

愛知県
あいちけん

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、平 成
へいせい

２７年
 ね ん

３月
 がつ

に策 定
さくてい

しました。 

 その概 要
がいよう

について説 明
せつめい

します。 

 

第４期
だ い  き

愛知県
あいちけん

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

の概要
がいよう

について 

 

第 １ 章
だい しょう

 計 画
けいかく

策 定
さくてい

の趣旨
しゅし

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

支援法
しえんほう

に基 づ く
もと    

計 画
けいかく

です。 

 本 計 画
ほんけいかく

は、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスや、相 談
そうだん

支援
しえん

並び
なら 

に県
けん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事
じ

業
ぎょう

の

提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の整備
せいび

並び
なら 

に自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

及び
およ 

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の円 滑
えんかつ

な実施
じっし

の

確保
かくほ

を目 的
もくてき

としています。 

 

 

第 ２ 章
だい しょう

 計 画
けいかく

の基本的
きほんてき

考 え 方
かんが   かた

 

１ 計 画
けいかく

の基本
きほん

理念
りねん

 

  全て
すべ 

の県 民
けんみん

が、 障 害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、等しく
ひと  

基本的
きほんてき

人 権
じんけん

を 享 有
きょうゆう

するか

けがえのない個人
こじん

として 尊 重
そんちょう

され、障 害
しょうがい

の有無
う む

によって分け隔てられる
わ  へ だ     

ことなく、

相互
そうご

に人 格
じんかく

と個性
こせい

を 尊 重
そんちょう

し合いながら
 あ     

共 生
きょうせい

する地域
ちいき

社 会
しゃかい

の実 現
じつげん

を基本
きほん

理念
りねん

と

しています。 

 

２ 計 画
けいかく

の基本的
きほんてき

考 え 方
かんが かた

  

 この計 画
けいかく

は、次
つぎ

の５つの基本的
きほんてき

な考 え 方
かんが かた

に基づく
もと   

計 画
けいかく

です。 

 （１）県 内
けんない

のどこでも必 要
ひつよう

な訪 問
ほうもん

系
けい

サービスが受けられる
う     

ようにします。 

 （２）希望
きぼう

する人
ひと

が 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービスを受
う

けられるようにします。 
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 （３）グループホーム等
とう

の 充 実
じゅうじつ

を図り
はか 

、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

等
とう

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

 

    を推 進
すいしん

します。 

 （４）福祉
ふくし

施設
しせつ

から一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

を推 進
すいしん

します。 

  （５） 障 害
しょうがい

のある人
ひと

が安 心
あんしん

して暮らして
く    

いける支援
しえん

システムづくりを進めます
すす    

。 

 以 上
いじょう

の５つの考 え 方
かんが かた

です。 

 

３ 計 画
けいかく

期間
きかん

 

 計 画
けいかく

期間
きかん

は、平 成
へいせい

２７年度
  ねんど

から平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

までの３ 年 間
  ねんかん

です。 

 

４ 市 町 村
しちょうそん

との連 携
れんけい

 

 市町村
しちょうそん

が、市町村
しちょうそん

計画
けいかく

に基
もと

づいて取組
とりくみ

を進
すす

められるよう、障 害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

単位
たんい

ご

とに、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの基盤
きばん

整備
せいび

を推進
すいしん

していきます。 

 

５ 区域
くいき

の設 定
せってい

 

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

を実施
じっし

する際
さい

に、地域間
ちいきかん

の格差
かくさ

が生
しょう

じないよう、１２の障 害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

を設定
せってい

しています。 

 

第 ３ 章
だい しょう

 現 状
げんじょう

 

 こちらの説 明
せつめい

は 省 略
しょうりゃく

させていただきます。 
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第 ４ 章
だい しょう

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

についての成果
せいか

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

と取 組
とりくみ

施策
しさく

 

 福祉
ふくし

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

や、福祉
ふくし

施設
しせつ

から一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

な

ど、 障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちの自立
じりつ

に向けた
む   

支援
しえん

を 着 実
ちゃくじつ

かつ計 画 的
けいかくてき

に推 進
すいしん

していく

ために、具体的
ぐたいてき

な数値
すうち

目 標
もくひょう

を次
つぎ

のとおり設 定
せってい

します。 

 

１ 福祉
ふくし

施設
しせつ

の入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

  

 （１）成果
せいか

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

  

  平 成
へいせい

２５年度
ねんど

末
まつ

現 在
げんざい

の施設
しせつ

入 所 者 数
にゅうしょしゃすう

は３，９６２人
にん

でしたが、そのうちの

４％である１５８人
にん

を削 減
さくげん

し、平 成
へいせい

２９年度
ねんど

末
まつ

には、施設
しせつ

入 所 者 数
にゅうしょしゃすう

が、 

３，８０４人
にん

となることを 目 標
もくひょう

値
ち

としています。 

   また、平 成
へいせい

２６年
ねん

３月
がつ

３１日
にち

から平 成
へいせい

３０年
ねん

３月
がつ

３１日
にち

までに、地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行者数
いこうしゃすう

が、第
だい

３期
き

計 画
けいかく

末
まつ

の未達成
みたっせい

見込
みこみ

７３４人
にん

に、 平 成
へいせい

２５年度
ねんど

末
まつ

未達成数
みたっせいすう

を除
のぞ

く平 成
へいせい

２５年度
ねんど

末
まつ

施設
しせつ

入 所 者 数
にゅうしょしゃすう

の１２％にあたる３８３人
にん

を

足
た

した１，１１７人
にん

となることを目 標 値
もくひょうち

としています。 

 

 （２）本 計 画
ほんけいかく

期間
きかん

の取 組
とりくみ

  

 ○ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の取 組
とりくみ

の強 化
きょうか

  

 ●相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

等
とう

に対する
たい  

研 修
けんしゅう

を実施
じっし

し、サービス等
とう

利用
りよう

計 画
けいかく

及び
およ 

個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

の質
しつ

の 向 上
こうじょう

に努めます
つと    

。 

 

 ○住まい
す   

の場
ば

の確保
かくほ

 

 ●グループホームの 拡 充
かくじゅう

のため、整備
せいび

経費
けいひ

等
とう

への助 成
じょせい

、既存
きぞん

の戸建
こ だ

て 住 宅
じゅうたく

を
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活 用
かつよう

する際
さい

の建築基
けんちくき

準 法
じゅんほう

の規制
きせい

緩和
かんわ

策
さく

及び
およ 

グループホームの開 設
かいせつ

から運 営
うんえい

までをサポートする支援
しえん

コーディネーターによる支援
しえん

など、グループホーム整備
せいび

促 進
そくしん

支援
しえん

制度
せいど

等
とう

を推 進
すいしん

します。 

 

  ○ 日 中
  にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

の確保
かくほ

 

 ● 生 活
せいかつ

介護
かいご

、 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

及び
およ 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

などのサービスの 量
りょう

や質
しつ

の

拡 充
かくじゅう

を促 進
そくしん

します。 

  ●児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センターを地域
ちいき

の 中 核
ちゅうかく

施設
しせつ

として位置付け
い ち づ  

、未 就 学
みしゅうがく

の障 害 児
しょうがいじ

に支援
しえん

を行います
おこな   

。 

 

 ○ 重 症
  じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の支援
しえん

 

 ●愛 知 県 心 身 障 害 者
あいちけんしんしんしょうがいしゃ

コロニー再 編
さいへん

整備後
せいびご

の医 療
いりょう

療 育
りょういく

総 合
そうごう

センター、青い
あお 

鳥
とり

医 療
いりょう

療 育
りょういく

センター、第二
だいに

青い
あお 

鳥
とり

学 園
がくえん

改築後
かいちくご

の三河
みかわ

青い
あお 

鳥
とり

医 療
いりょう

療 育
りょういく

セン

ター及び
およ 

「障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

減 税
げんぜい

基金
ききん

」を活 用
かつよう

した民 間
みんかん

法 人
ほうじん

による 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

施設
しせつ

を地域
ちいき

の拠 点
きょてん

施設
しせつ

として在 宅
ざいたく

支援
しえん

の 充 実
じゅうじつ

を図ります
はか   

。 

 ●医 療 的
いりょうてき

ケアを必 要
ひつよう

とする 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

が、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

を利用
りよう

でき

るよう、事 業 所
じぎょうしょ

の受入れ
うけい 

体 制
たいせい

の強 化
きょうか

に対
たい

し、助 成
じょせい

を 行
おこな

います。 

 

 ○地域
ちいき

における理解
りかい

の促 進
そくしん

 

 ●ＮＰＯとの 協 働
きょうどう

による講 演 会
こうえんかい

、平 成
へいせい

２８年度
ねんど

第１６回
だい  かい

障 害 者
しょうがいしゃ

芸 術
げいじゅつ

・

文化
ぶんか

祭
さい

など 障 害 者
しょうがいしゃ

アート展
   てん

や 障 害
しょうがい

の種 別
しゅべつ

に応じた
おう  

スポーツ 大 会
たいかい

等
とう

の

開 催
かいさい

により、障 害
しょうがい

のある人
ひと

の活 躍
かつやく

の場
ば

の拡
かく

大
だい

、障 害
しょうがい

に対
たい

する理解
りかい

の促 進
そくしん
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を図
はか

り、障 害
しょうがい

のある人
ひと

を社 会
しゃかい

全 体
ぜんたい

で支
ささ

えられるような取 組
とりくみ

を推 進
すいしん

します。 

 ●視 聴 覚
しちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

施設
しせつ

の設置
せっち

などにより、コミュニケーション

環 境
かんきょう

の 充 実
じゅうじつ

強 化
きょうか

を図
はか

ります。 

 

 ○地域
ちいき

生 活
せいかつ

の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

・ 充 実
じゅうじつ

  

 ●相 談
そうだん

支援
しえん

従 事 者
じゅうじしゃ

研 修
けんしゅう

の実施
じっし

などによる人 材
じんざい

育 成
いくせい

を行います
おこな   

。 

 ●相 談
そうだん

支援
しえん

に関する
かん  

アドバイザーを設置
せっち

するとともに、愛知県
あいちけん

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

や 障 害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

会議
かいぎ

を開 催
かいさい

するなど、市 町 村
しちょうそん

の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

を支援
しえん

していきます。 

 ● 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

擁護
ようご

センターを設置
せっち

するとともに、障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

・権利
けんり

擁護
ようご

研 修
けんしゅう

の実
じっ

施
し

等
とう

により、障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

に取り組みます
と  く    

。 

 

２ 入 院 中
にゅういんちゅう

の精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

  

（１）成果
せいか

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

 

 ①
 

平 成
へいせい

２９
  

年度
ねんど

における 入 院
にゅういん

後
ご

３か月
 げつ

経過
けいか

時点
じてん

の退 院 率
たいいんりつ

を６４％以 上
いじょう

とす

る。 

 ②平 成
へいせい

２９ 年度
ねんど

における 入 院
にゅういん

後
ご

１年
ねん

経過
けいか

時点
じてん

の退 院 率
たいいんりつ

を９１％以 上
いじょう

とす

る。 

 ③平 成
へいせい

２９年
ねん

６月
がつ

末
まつ

時点
じてん

における長 期 在 院 者 数
ちょうきざいいんしゃすう

を平 成
へいせい

２４年
ねん

６月
がつ

末
まつ

時点
じてん

から１８％以 上
いじょう

減 少
げんしょう

とする。 

  この３つを成果
せいか

目 標
もくひょう

とします。 
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 （２）本 計 画
ほんけいかく

期間
きかん

の取 組
とりくみ

  

  ○地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

に向けた
む   

支援
しえん

 

   保健所
ほけんじょ

のスタッフが、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

を結
むす

びつけるコーディネーターの役 割
やくわり

を果
は

たしつつ、相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

や精神科
せいしんか

病 院
びょういん

ケースワーカーと連 携
れんけい

しながら、

地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

に向
む

けた支援
しえん

や継 続 的
けいぞくてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

を 行
おこな

います。 

 

  ○地域
ちいき

定 着
ていちゃく

のための支援
しえん

 

   地域
ちいき

で生 活
せいかつ

するために必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

のアクセスを確保
かくほ

するために、保健所
ほけんじょ

を

中 心
ちゅうしん

とした医 療
いりょう

機関
きかん

、福祉
ふくし

サービス事 業 所
じぎょうしょ

と有機的
ゆうきてき

な連 携
れんけい

の構 築
こうちく

を図
はか

り

ます。 

 

  ○住まい
す   

の場
ば

の確保
かくほ

  

   グループホームの整備
せいび

等
とう

の 拡 充
かくじゅう

を図
はか

るとともに、家庭
かてい

、アパート等
とう

の家主
やぬし

、

グループホーム等
とう

移行先
いこうさき

との 調 整
ちょうせい

の役 割
やくわり

を担う
にな 

相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

が地域
ちいき

関 係
かんけい

機関
きかん

と連
れん

携
けい

するための支援
しえん

を、市 町 村
しちょうそん

とともに推 進
すいしん

していきます。 

 

  ○ 日 中
  にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

の確保
かくほ

 

   障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの 質 量
しつりょう

両 面
りょうめん

の 拡 充
かくじゅう

に向
む

けた取 組
とりくみ

を進
すす

めるととも

に、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

のある人
ひと

も 対 象
たいしょう

とするよう、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
    じ

業 者
ぎょうしゃ

に

対して
たい  

働
はたら

きかけていきます。 
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  ○地域
ちいき

における理解
りかい

の促 進
そくしん

 

   精 神
せいしん

障 害
しょうがい

について理解
りかい

を深める
ふか  

ためのイベントを開 催
かいさい

します。 

 

３ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

拠 点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

 

 平 成
へいせい

２９年度
ねんど

末
まつ

までに 各 市 町 村
かくしちょうそん

又
また

は 各 障 害
かくしょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

において、

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

での生
せい

活
かつ

を支援
しえん

する拠 点
きょてん

等
とう

を少なく
すく  

とも一つ
ひと 

整備
せいび

することを成果
せいか

目 標
もくひょう

とします。 

 

※「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

拠 点
きょてん

等
とう

」とは、居 住
きょじゅう

支援
しえん

機能
きのう

と地域
ちいき

支援
しえん

機能
きのう

を一体化
いったいか

し、障 害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支援
しえん

する機能
きのう

を 集 約
しゅうやく

した拠 点
きょてん

又
また

は個々
こ こ

の機関
きかん

が有機的
ゆうきてき

に

連 携
れんけい

した面 的
めんてき

な体 制
たいせい

のことです。 

 

４ 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

  

（１）成果
せいか

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

 

 ①平 成
へいせい

２４年度
  ねんど

の年 間
ねんかん

一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

移行者
いこうしゃ

数５８９人
すう   にん

に対し
たい 

、平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

に

おける年 間
ねんかん

の一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

を、平 成
へいせい

２４年度
  ねんど

実 績
じっせき

より２倍
 ばい

増加
ぞうか

の、

１，１７８人
     に ん

とします。 

 ②平 成
へいせい

２５年度
  ねんど

末
まつ

の 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

利用者
りようしゃ

数１，４８４人
すう      にん

に対し
たい 

、平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

における 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

利用者数
りようしゃすう

を、平 成
へいせい

２５年度
  ねんど

実 績
じっせき

より６割
 わり

増加
ぞうか

の、２，３７４人
にん

とします。 

 ③ 平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

末
まつ

において、 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

全 体
ぜんたい

の５割
 わり

以 上
いじょう

の

事 業 所
じぎょうしょ

が 就 労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

３割
 わり

以 上
いじょう

を達 成
たっせい

するようにします。 
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  この３つを成果
せいか

目 標
もくひょう

とします。 

 

（２）本 計 画
ほんけいかく

期間
きかん

の取 組
とりくみ

  

 ○一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に向けた
む   

福祉
ふくし

施設
しせつ

の取 組
とりくみ

に対する
たい  

支援
しえん

 

  地域
ちいき

における 就 労
しゅうろう

支援
しえん

のネットワークを活 用
かつよう

した支援
しえん

を行います
おこな    

。 

 

 ○ 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

の確保
かくほ

 

 ●サービス管理
かんり

責 任 者
せきにんしゃ

等
とう

研 修
けんしゅう

や事
じ

業 者
ぎょうしゃ

への説 明 会
せつめいかい

を通じて
つう  

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の

育 成
いくせい

と 量 的
りょうてき

確保
かくほ

及び
およ 

質
しつ

の確保
かくほ

を図
はか

ります。 

 ●ジョブコーチの配置
はいち

について、 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

に 働
はたら

きかけます。 

 

 ○ 職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

開 発
かいはつ

支援
しえん

 

  県
けん

の障 害 者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

開 発
かいはつ

施設
しせつ

や委託
いたく

による訓 練
くんれん

を実施
じっし

します。 

 

 ○企 業
きぎょう

等
とう

に対する
たい  

働きかけ
はたら   

・支援
しえん

 

 ●事 業
じぎょう

主
ぬし

等
とう

を 対 象
たいしょう

とした啓 発
けいはつ

セミナーや、 障 害 者
しょうがいしゃ

就 職
しゅうしょく

面 接 会
めんせつかい

の

開 催
かいさい

などを行 う
おこな 

とともに、雇用率
こようりつ

未達成
みたっせい

企 業
きぎょう

への働きかけ
はたら   

を 行
おこな

います。 

 ● 障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センターと地域
ちいき

経 済
けいざい

団 体
だんたい

等
とう

との連 携
れんけい

を強 化
きょうか

し、 就 労
しゅうろう

及
およ

び 定 着
ていちゃく

を推 進
すいしん

します。 

 

 ○労 働
ろうどう

関 係
かんけい

機関
きかん

の 就 労
しゅうろう

支援
しえん

策
さく

の活 用
かつよう

 

  トライアル雇用
こよう

、ジョブコーチ、委託
いたく

訓 練
くんれん

事 業
じぎょう

等
とう

の雇用
こよう

施策
しさく

の活 用
かつよう

に向け
む  

、
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関 係
かんけい

機関
きかん

と連 携
れんけい

して 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

に努
つと

めます。 

 

 ○一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

へ移行
いこう

することが困 難
こんなん

な人
ひと

に対する
たい  

支援
しえん

等
とう

 

 ● 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

の確保
かくほ

及び
およ 

育 成
いくせい

に努
つと

めます。 

 ●経 営
けいえい

コンサルタント等
とう

の派遣
はけん

や 研 修
けんしゅう

実施
じっし

など、工 賃
こうちん

向 上
こうじょう

のための取 組
とりくみ

を

推 進
すいしん

します。 

 ● 障 害 者
しょうがいしゃ

多数
たすう

雇用
こよう

企 業
きぎょう

等
とう

への優 先
ゆうせん

発 注
はっちゅう

制度
せいど

や、 障 害
しょうがい

者 優 先
しゃゆうせん

調 達
ちょうたつ

推 進 法
すいしんほう

に基づく
もと  

物 品
ぶっぴん

や役務
えきむ

の 調 達
ちょうたつ

方 針
ほうしん

に基づき
もと  

、優 先
ゆうせん

発 注
はっちゅう

を推 進
すいしん

しま

す。 

 

 ○特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

におけるキャリア 教 育
きょういく

の推 進
すいしん

 

  発 達
はったつ

段 階
だんかい

や 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応じた
おう  

一 貫
いっかん

したキャリア 教 育
きょういく

を推 進
すいしん

するとと

もに、関 係
かんけい

機関
きかん

と連 携
れんけい

した 就 労
しゅうろう

支援
しえん

で、学 校
がっこう

生 活
せいかつ

から社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

への円 滑
えんかつ

な移行
いこう

を図
はか

ります。 

 

 

第 ５ 章
だい しょう

 障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

 

１ 児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

センターを 中 心
ちゅうしん

とした地域
ちいき

の支援
しえん

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

  

 児童発達支援
じどうはったつしえん

センターを市 町 村 域
しちょうそんいき

における 中 核
ちゅうかく

施設
しせつ

として位置
い ち

付
づ

け、サービ

ス提
てい

供
きょう

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

や障 害 児
しょうがいじ

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

に努
つと

めるとともに、子育て
こそだ 

支援
しえん

関 係
かんけい

施策
しさく

とも連 携
れんけい

しながら、 教 育
きょういく

委員会
いいんかい

などの 教 育
きょういく

関 係
かんけい

機関
きかん

と 協 働
きょうどう

して、障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

に取り組
と  く

みます。 
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２ 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

に対する
たい  

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

 

 「第二
だいに

青い
あお 

鳥
とり

学 園
がくえん

」の改 築
かいちく

にあわせた 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

のための 病 床
びょうしょう

の整備
せいび

や、「 障
しょう

害 者
がいしゃ

福祉
ふくし

減 税
げんぜい

基金
ききん

」を活 用
かつよう

した民 間
みんかん

法 人
ほうじん

による 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の施設
しせつ

の整備
せいび

により、地域
ちいき

における拠 点
きょてん

施設
しせつ

の整備
せいび

を進
すす

めていきます。 

 

３ 愛知県
あいちけん

心 身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

コロニーの再 編
さいへん

整備
せいび

  

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

を 営
いとな

む 障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちを総 合 的
そうごうてき

に支援
しえん

する医 療
いりょう

及
およ

び 療 育
りょういく

の

拠 点
きょてん

施設
しせつ

として、「医 療
いりょう

療 育
りょういく

総 合
そうごう

センター」に再 編
さいへん

整備
せいび

していきます。また、

「医 療
いりょう

療 育
りょういく

総 合
そうごう

センター」を 中 心
ちゅうしん

に、地
ち

域
いき

の関 係
かんけい

機関
きかん

との連 携
れんけい

を深めて
ふか  

い

くため、「発 達
はったつ

障 害
しょうがい

医 療
いりょう

ネットワーク」及び
およ 

「 重 心
じゅうしん

療 育
りょういく

ネットワーク」の構 築
こうちく

を進
すす

めていきます。 

 

４ 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

のある子ども
こ   

の支援
しえん

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

  

 市 町 村
しちょうそん

における 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の 相 談
そうだん

支援
しえん

体制づくり
たいせい   

の 中 核
ちゅうかく

となる 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

支援
しえん

指導者
しどうしゃ

を、全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

に配置
はいち

できるように養 成
ようせい

します。 

 

５ 経 済 的
けいざいてき

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

  

 障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

手当
てあて

等
とう

を支 給
しきゅう

し、経 済 的
けいざいてき

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

を図
はか

ります。 
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第 ６ 章
だい しょう

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見 込 量
みこみりょう

（活 動
かつどう

指 標
しひょう

）と確保
かくほ

策
さく

 

１ 訪 問
ほうもん

系
けい

サービス  

（１）サービス見 込 量
みこみりょう

 

 訪 問
ほうもん

系
けい

サービスは、一 月
ひとつき

あたり、平 成
へいせい

２５年度
ねんど

３月
がつ

実 績
じっせき

の３９５，８１１時間
じかん

に対し
たい 

、市 町 村
しちょうそん

の見 込 量
みこみりょう

の計
けい

で、平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

は５５２，５６６時間
       じ か ん

を見込
み こ

んで

います。 

 

（２）サービスの確保
かくほ

策
さく

 

●居 宅
きょたく

介護
かいご

の 対 象
たいしょう

を精 神
せいしん

障 害
しょうがい

にも 拡 充
かくじゅう

するよう 働
はたら

きかけます。 

●居 宅
きょたく

介護事
かいごじ

業 者
ぎょうしゃ

に新た
あら 

なサービス事 業
じぎょう

を実施
じっし

・ 参 入
さんにゅう

するよう 働
はたら

きかけま

す。 

 

２ 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービス 

（１）サービス見 込 量
みこみりょう

 

 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

サービスの見 込 量
みこみりょう

については、市 町 村
しちょうそん

の見 込 量
みこみりょう

の計
けい

で、一 月
ひとつき

あたりの延
の

べ利用
りよう

日 数
にっすう

で見込
み こ

んでいます。 

 

 生 活
せいかつ

介護
かいご

については、平 成
へいせい

２５年度
 ね ん ど

３月
 がつ

実 績
じっせき

２６５，７８２人
       に ん

日
にち

に対し
たい 

、平 成
へいせい

２９年度
ねんど

は２８０，８２０人
にん

日
にち

を、 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

については、平 成
へいせい

２５年度
  ねんど

３３，１９８人
      に ん

日
にち

に対し
たい 

、平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

は３８，７９４人
      に ん

日
にち

を見込
み こ

んでいます。 
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（２）サービスの確保
かくほ

策
さく

 

●ＮＰＯ法 人
ほうじん

など多様
たよう

な事 業
じぎょう

主 体
しゅたい

の新規
しんき

参 入
さんにゅう

の促 進
そくしん

を図
はか

ります。 

●セーフティーネット機能
きのう

となるショートステイについて、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

の空
くう

床
しょう

利用
りよう

などを促 進
そくしん

するほか、重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

が身近
みじか

な福祉型
ふくしがた

事 業 所
じぎょうしょ

でショ

ートステイを利用
りよう

できるよう経費
けいひ

助 成
じょせい

し、支援
しえん

します。 

 

３ 居 住
きょじゅう

系
けい

サービス 

（１）サービス見 込 量
みこみりょう

 

 グループホームについては、一 月
ひとつき

あたりの利用者
りようしゃ

実
じつ

人 数
にんずう

が、平 成
へいせい

２５年度
  ねんど

３月
 がつ

実 績
じっせき

の３，４６１人
     に ん

に対して
たい  

、市 町 村
しちょうそん

の見 込 量
みこみりょう

の計
けい

で、平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

には一 月
ひとつき

あたり、４，８０５人
にん

を見
み

込
こ

んでいます。 

 施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

については、一 月
ひとつき

あたりの利用者
りようしゃ

実
じつ

人 数
にんずう

が、平 成
へいせい

２５年度
  ねんど

３月
 がつ

実 績
じっせき

の４，２１８人
にん

に対して
たい  

、市 町 村
しちょうそん

の見 込 量
みこみりょう

の計
けい

で、平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

には一 月
ひとつき

あたり、４，０３８人
      にん

を見込
み こ

んでいます。 

 

（２）サービスの確保
かくほ

策
さく

 

●既存
きそん

の戸建て
こ だ  

住 宅
じゅうたく

を活 用
かつよう

する際
さい

の建築基
けんちくき

準 法
じゅんほう

の規制
きせい

緩和
かんわ

策
さく

など、設置
せっち

に

係る
かか 

支援
しえん

を実施
じっし

します。 

●家賃
やちん

補助
ほじょ

を行 い
おこな 

、利用者
りようしゃ

の経 済 的
けいざいてき

負担
ふたん

を軽 減
けいげん

します。 
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４ 相 談
そうだん

支援
しえん

  

（１）サービス見 込 量
みこみりょう

 

 計 画
けいかく

相 談
そうだん

支援
しえん

については、一 月
ひとつき

あたりの利用者
りようしゃ

日 数
にっすう

が、平 成
へいせい

２５年度
  ねんど

３月
 がつ

実 績
じっせき

の４，６７８人
     に ん

に対して
たい  

、市 町 村
しちょうそん

の見 込 量
みこみりょう

の計
けい

で、平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

には

一 月
ひとつき

あたり、７，２５０人
     に ん

を見込
み こ

んでいます。 

 

（２）サービスの確保
かくほ

策
さく

 

●相 談
そうだん

支援
しえん

従 事 者
じゅうじしゃ

等
とう

研 修
けんしゅう

を実施
じっし

し、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の確保
かくほ

を図
はか

ります。 

● 各 障 害
かくしょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に相 談
そうだん

支援
しえん

に関する
かん  

地域
ちいき

アドバイザーを設置
せっち

するとと

もに、愛知県
あいちけん

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

や圏 域
けんいき

会議
かいぎ

を開 催
かいさい

するなど、基幹
きかん

相 談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

に向けた
む   

助 言
じょげん

や相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所 間
じぎょうしょかん

のネットワーク構 築
こうちく

に

向けた
む   

広 域 的
こういきてき

専 門 的
せんもんてき

な支援
しえん

を 行
おこな

います。 

 

５ 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

・ 難 病
なんびょう

のある人
ひと

のサービス利用
りよう

  

 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

・難 病
なんびょう

のある人
ひと

に対して
たい  

、福祉
ふくし

サービスの内 容
ないよう

や利用
りよう

方 法
ほうほう

につ

いて一 層
いっそう

の周 知
しゅうち

を図
はか

ります。 
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６ 障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

サービス  

（１）サービス見 込 量
みこみりょう

 

 児童
じどう

発 達
はったつ

支援
しえん

については、 市 町 村
しちょうそん

の 見 込 量
みこみりょう

の 計
けい

で、 平 成
へいせい

２９年度
  ねんど

は

３９，５２４人
       にん

日
にち

を見込
み こ

んでいます。 

 

（２）サービスの確保
かくほ

策
さく

 

 ＮＰＯ法 人
ほうじん

など多様
たよう

な事 業
じぎょう

主 体
しゅたい

の新規
しんき

参 入
さんにゅう

の促 進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

７ 就 労
しゅうろう

支援
しえん

  

 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

に関する
かん  

活 動
かつどう

指 標
しひょう

を設 定
せってい

し、関 係
かんけい

機関
きかん

と連 携
れんけい

しながら、福祉
ふくし

施設
しせつ

から一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への計 画 的
けいかくてき

かつ 着 実
ちゃくじつ

な移行
いこう

を進めます
すす   

。 

 

８ 障 害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

の 現 状
げんじょう

とサービス見 込 量
みこみりょう

 

 こちらの説 明
せつめい

は 省 略
しょうりゃく

させていただきます。 
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第 ７ 章
だい しょう

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス、相 談
そうだん

支援
しえん

従 事 者
じゅうじしゃ

の確保
かくほ

・資質
ししつ

向 上
こうじょう

、施設
しせつ

の

サービスの質
しつ

の 向 上
こうじょう

のために講
こう

ずる措置
そ ち

 

 

１ サービス 提 供
ていきょう

に係る
かか 

人 材
じんざい

の育 成
いくせい

  

 福祉
ふくし

の場
ば

で働 く
はたら 

人 材
じんざい

を確保
かくほ

するため、愛知県
あいちけん

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

に設置
せっち

してい

る福祉
ふくし

人 材
じんざい

センターにおいて、福祉
ふくし

人 材
じんざい

無 料
むりょう

職 業
しょくぎょう

紹 介
しょうかい

事 業
じぎょう

及び
およ 

福祉
ふくし

の

就 職
しゅうしょく

総 合
そうごう

フェア等
とう

を実施
じっし

します。 

 また、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

研 修
けんしゅう

、サービス管理
かんり

責 任 者
せきにんしゃ

等
とう

研 修
けんしゅう

及び
およ 

福祉
ふくし

施設
しせつ

・

事 業 所
じぎょうしょ

職 員
しょくいん

研 修
けんしゅう

を実施
じっし

します。 

 

２ サービス提 供 事
ていきょうじ

業 者
ぎょうしゃ

に対する
たい  

第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

  

 良 質
りょうしつ

かつ適 切
てきせつ

な福祉
ふくし

サービスが 提 供
ていきょう

されるよう、ホームページを活 用
かつよう

して

福祉
ふくし

サービス第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

制度
せいど

の周 知
しゅうち

を行 う
おこな 

とともに、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に対し
たい 

制度
せいど

の

受 審
じゅしん

を 促
うなが

します。 

 

３ 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
けんり

擁護
ようご

  

●愛知県
あいちけん

障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

擁護
ようご

センターを 中 心
ちゅうしん

として、関 係
かんけい

団 体
だんたい

とのネットワー

クを構 築
こうちく

し、 研 修
けんしゅう

や指導
しどう

・監 督
かんとく

の実施
じっし

など、諸権利
しょけんり

を擁護
ようご

するための取 組
とりくみ

を

積 極 的
せっきょくてき

に進め
すす 

ていきます。 
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●サービス提 供 事
ていきょうじ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

に対する
たい  

指導
しどう

・監 督
かんとく

や愛知県
あいちけん

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

 

運 営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

の周 知
しゅうち

などにより、適 切
てきせつ

な苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

を図
はか

ります。 

●成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

について、制度
せいど

の普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

や、成 年
せいねん

後 見
こうけん

センターの未設置
みせっち

地域
ちいき

での設 立
せつりつ

などを支援
しえん

します。 

●障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

に基づく
もと  

、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

についての

啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

を 行
おこな

います。 

 

 

第 ８ 章
だい しょう

 県
けん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の実施
じっし

に関する
かん  

事項
じこう

 

 

１ 専 門 性
せんもんせい

の高い
たか 

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

 県
けん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

について、専 門 性
せんもんせい

の高い
たか 

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、次
つぎ

の４

つがあります。 

 （１）発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター運 営
うんえい

事 業
じぎょう

 

 （２）高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

及び
およ 

その関 連
かんれん

障 害
しょうがい

に対する
たい  

支援
しえん

普 及
ふきゅう

事 業
じぎょう

 

 （３）障 害 児
しょうがいじ

等
とう

療 育
りょういく

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

 （４）障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センター運 営
うんえい

事 業
じぎょう

 

 以 上
いじょう

の、専 門 性
せんもんせい

の高い
たか 

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

を実施
じっし

していきます。 

 

２ 広 域 的
こういきてき

な支援
しえん

事 業
じぎょう

 

    県
けん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

について、広 域 的
こういきてき

な支援
しえん

事 業
じぎょう

は、次
つぎ

の 

   ２つがあります。 
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 （１）相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

整備
せいび

事 業
じぎょう

 

 （２）精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

広 域
こういき

調 整
ちょうせい

等
とう

事 業
じぎょう

 

 （２）の 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

広 域
こういき

調 整
ちょうせい

等
とう

事 業
じぎょう

には、 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

、ピアサポートの活 用
かつよう

、アウトリーチ

訪 問
ほうもん

支援
しえん

事 業
じぎょう

、災 害
さいがい

派遣
はけん

精 神
せいしん

医 療
いりょう

チーム体 制
たいせい

整備
せいび

事 業
じぎょう

の４つがあります。 

 以 上
いじょう

の、広 域 的
こういきてき

な支援
しえん

事 業
じぎょう

を実施
じっし

していきます。 

 

３ 専 門 性
せんもんせい

の高い
たか 

意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

を行 う
おこな 

者
もの

の養 成
ようせい

・派遣
はけん

  

 専 門 性
せんもんせい

の高い
たか 

意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

を行 う
おこな 

者
もの

の養 成
ようせい

・派遣
はけん

事 業
じぎょう

は、次
つぎ

の４つがあり

ます。 

 （１）手話通
しゅわつう

訳 者
やくしゃ

養 成
ようせい

研 修
けんしゅう

及び
およ 

派遣
はけん

事 業
じぎょう

 

 （２）要 約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

養 成
ようせい

研 修
けんしゅう

及び
およ 

派遣
はけん

事 業
じぎょう

 

 （３）盲
もう

ろう者向け
しゃむ 

通 訳
つうやく

・介 助 員
かいじょいん

養 成
ようせい

研 修
けんしゅう

及び
およ 

派遣
はけん

事 業
じぎょう

 

 （４）意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

を行 う
おこな 

者
もの

の派遣
はけん

に係る
かか 

市 町 村
しちょうそん

相互間
そうごかん

の連 絡
れんらく

調 整
ちょうせい

事 業
じぎょう

 

 以 上
いじょう

の、養 成
ようせい

・派遣
はけん

事 業
じぎょう

を実施
じっし

していきます。 

 

４ 人 材
じんざい

育 成
いくせい

等
とう

その他
  た

の事 業
じぎょう

  

 人 材
じんざい

育 成
いくせい

等
とう

その他
  た

の事 業
じぎょう

は、次
つぎ

の５つがあります。 

 （１） 障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

認 定
にんてい

調 査 員
ちょうさいん

等
とう

、 相 談
そうだん

支援
しえん

従 事 者
じゅうじしゃ

等
とう

、サービス管理
かんり

責 任 者
せきにんしゃ

等
とう

研 修
けんしゅう

事 業
じぎょう
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 （２）身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

・知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

相 談 員
そうだんいん

活 動
かつどう

強 化
きょうか

事 業
じぎょう

 

 （３）視 聴 覚
しちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

施設
しせつ

等
とう

運 営
うんえい

事 業
じぎょう

 

 （４）盲 人
もうじん

ホーム事 業
じぎょう

 

 （５）障 害 者
しょうがいしゃ

社 会
しゃかい

参加
さんか

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

 

 （５）の障 害 者
しょうがいしゃ

社 会
しゃかい

参加
さんか

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

には、身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

育 成
いくせい

事 業
じぎょう

、

スポーツ振 興
しんこう

事 業
じぎょう

、障 害 者
しょうがいしゃ

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

参加
さんか

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

等
とう

があります。 

 以 上
いじょう

の、人 材
じんざい

育 成
いくせい

事 業
じぎょう

等
とう

その他
た

の事 業
じぎょう

を実施
じっし

していきます。 

 

 

第 ９ 章
だい しょう

 計 画
けいかく

の推 進
すいしん

 

●本 計 画
ほんけいかく

の取 組
とりくみ

については、市 町 村
しちょうそん

や愛知
あいち

労 働 局
ろうどうきょく

などの関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

、

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

等
とう

の 教 育
きょういく

関 係
かんけい

機関
きかん

、障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

やサービス事
    じ

業 者
ぎょうしゃ

、医 療
いりょう

関 係
かんけい

機関
きかん

など 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

の自立
じりつ

と 社 会
しゃかい

参加
さんか

に関わる
かか  

関 係 者
かんけいしゃ

の意見
いけん

を

聴きながら
き     

、「あいちはぐみんプラン」等
など

、子育
こそだ

て支援
しえん

関 係
かんけい

施策
しさく

とも連 携
れんけい

・協 働
きょうどう

して進
すす

めていきます。 

● 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

における成果
せいか

目 標
もくひょう

及び
およ 

活 動
かつどう

指 標
しひょう

等
とう

について、各年度
かくねんど

にお

ける実 績
じっせき

を把握
はあく

し、愛知県
あいちけん

障 害 者
しょうがいしゃ

施策審
しさくしん

議会
ぎかい

や愛知県
あいちけん

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

に 十 分
じゅうぶん

な報 告
ほうこく

を行 い
おこな 

、障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

や関 連
かんれん

施策
しさく

の動 向
どうこう

を踏まえながら
ふ      

、

分 析
ぶんせき

及び
およ 

評 価
ひょうか

を行 い
おこな 

ます。また、これらの機関
きかん

での審議
しんぎ

をＰＤＣＡサイクルに 

             組み込んで
く  こ   

計 画
けいかく

の 着 実
ちゃくじつ

な推 進
すいしん

を図
はか

ります。 
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●分 析
ぶんせき

・評 価
ひょうか

を実施
じっし

し、必 要
ひつよう

があると認める
みと  

時
とき

には、計 画
けいかく

を推 進
すいしん

するための

取 組
とりくみ

、更に
さら 

は計 画
けいかく

自体
じたい

の見直し
みなお 

等
とう

の措置
そ ち

を講じ
こう 

ます。 

 


